生涯にわたるキー・コンピテンシーの形成パターンとその統一的評価尺度に関する研究 : 学習に連続性を持たせるために生涯の各段階で必要とされる共通評価尺度は何か by 黒澤 宣輝






A Study of Key Competency’s Formative Patterns over Lifetime and the 
Required Unified Evaluation Criterion





Key competency should be formed continuously at any stage of life.
Also desirable patterns of the key competency must be the same. For continued learning objectives must be 
of the same type. To use this idea, key competency must be appraised by unified measures, controlled, and 
modified into better patterns.
In school education, a concept Power to Live is defined as the key competency, and an assessment is 
decided. As for social education, education in companies, and along with organized activities, their own 
suitable assessment, which are different from that of the evaluation in schools, are constituted. In other words 
there is not any unified evaluation criterion now. So it’s difficult to consider that key competency at each stage 
is of the same type. Although it is argued that it is necessary to give one’s learning continuance at each stage 
of lifetime, it is hard to determine whether the continuance is maintained in one’s learning.






































































ンピテンシーが定義された。ピータ ・ーセンゲが提唱する「学習する組織」論 1 ）はその一つと言える。

















































び４５～４9歳の全ての人の 1 日の行動種類別・行動時間の総平均（ 1 週間のうちの平日、休日加重平
均）を表 2 と図 1 に示した。グラフは睡眠を除いて６５歳以上の人の行動種類を行動時間の多い順に
並べ替えたものである。これより就労期の人との比較において、高齢者のおおまかな行動を知るこ
とができる。





６５歳以上 ４５～４9歳 ６５歳以上 ４５～４9歳
睡眠 ８．２８ ７．０２ 移動（除通勤・通学） ０．２６ ０．２７
身の回りの仕事 １．２２ １．０８ TV・ラジオ・新聞等 ３．５１ ２．０５
食事 １．５７ １．３３ 休養・くつろぎ １．４１ １．０５
通勤・通学 ０．０６ ０．４３ 学習・研究（除学業） ０．０７ ０．０７
仕事 １．２６ ６．１８ 趣味・娯楽 ０．４３ ０．２４
学業 ０．００ ０．０１ スポーツ ０．１２ ０．０６
家事 １．５２ １．５３ ボランティア・社会活動 ０．０５ ０．０３
介護・看護 ０．０５ ０．０４ 交際・付き合い ０．２１ ０．１８
育児 ０．０２ ０．０３ 受診・療養 ０．２６ ０．０６

























































































































図 1 　 1 日の行動種類別・行動時間
６ ）OECD が提唱するキー・コンピテンシー（主要能力）


















































1 ．の 1 ）～ ６ ）において生涯の各段階におけるキー・コンピテンシーの形成パターンを見てき
たが、この各パターンを学習に連続性を持たせるという観点から統一的に評価し、改善点を見いだ
す統一的評価尺度を設定したいと考える。尺度としては表 ３ に示す ６ 軸が有効であるという仮説を
立てる。
表 ３ 　統一的評価尺度とする仮説の ６ 軸
自己の範囲に留まるコンピテンシー 他の人や事象と関わりのあるコンピテンシー

























評価の観点は B.S ブルームらが提唱した教育目標のタキソノミー ５ ）、 ６ ）に根拠を求めることが適
切である。なぜなら初等中等教育における評価の観点は「関心・意欲・態度」「思考・判断（課題対応）」
「技能・表現」「知識・理解」の ４ つであり、このタキソノミーに由来しているからである ７ ）。
３ ．仮説に基づく分析
1 ．で述べた各段階のキー・コンピテンシーの具体的内容を、仮説の ６ 軸で分析し、全段階を統
一的に評価することによって、学習に連続性を持たせるという理念に対する課題が見えてくると予
想される。課題が明らかになり、その対応策が考えられるならば、統一的評価尺度としての ６ 軸の
妥当性が検証されたことになろう。各段階の分析に先立ち、 ６ 軸の内容を表 ４ のように定義してお
くこととする。


































幼児教育段階でのキー・コンピテンシーの具体的内容は、 1 ．の 1 ）で示した ５ 領域ごとに定め
22
られた「ねらい」「内容」「内容の取扱い」である。表 ５ はこの具体的内容を表 ４ の ６ 軸の内容に基
づいて分析したものある。表中、右端の軸 NO. 欄に示した数字は、内容の要約で記した事項が ６
軸のいずれに該当するかを示している。たとえば網掛けした安定した心で先生・友人と触れ合うと









































































































































































型と考え、国語の分析結果（表 ６ ）を残りの教科に適用した。同様に美術と音楽では美術（表 ７ ）を、




以下の表は各教科の「学習内容」を、表 ４ で示した ６ 軸の内容定義文に照らして分析し該当する























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生徒の学習改善のため中間点で評価を行う。 「未来につなげる評価票」に基づき評価する。 １、４ １時間
評価を学習活動に結びつけるように指導 改善点に注意し調査内容を分担し研究を続ける １、４ １時間





















































プレゼンテーションに向けての要点説明 班の成果と課の目標のすりあわせとまとめ １、４ ２時間






























































































1 ．の ３ ）で示した中央教育審議会答申の「学士課程共通の学習成果に関する参考指針」の内容









































































































週 1 回少なくとも月 2 回は全員が集まる、会合時間は３0































1 ．の ５ ）で述べた高齢期の特性等を踏まえ、高齢期における生き甲斐づくりに役立つキー・コ
ンピテンシーを表1６に要約した。この内容を ６ 軸で分析する。
表1６　生き甲斐づくりに役立つキー・コンピテンシーの分析







































観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ 観点 ４ つ
幼児期 ３３%（20） １０（ ６ ） １２（ ７ ） ２５（1５） １３（ ８ ） ７（ ４ ）
初等中等教育
国語他 ４ ２９.（2３0） ８. ２（６５） ０（ 0 ） ２１.（1６５） ５. １（４0） ０（ 0 ）
美術音楽 ４. ２（112） ０. ４（10） ０. ４（10） １. ４（３８） ０. ８（20） ０. ４（10）
体育他 1 ５. ２（７６） ３. ２（４2） ３. ２（４６） １. ７（2４） ０. ６（ ８ ） ０. ３（ ４ ）
保　　健 ０. ３（12） １. ０（19） １. ０（４2） ０. １（ ４ ） ０. １（ ４ ） ０. ４（19）
道　　徳 ０. １（ ３ ） １. ４（４1） ０. １（ ３ ） ０（ 0 ） １. ８（５３） ０（ 0 ）
総合学習 ２. ５（６７） ０. ４（10） ０（ 0 ） ２. ６（６9） ０. ８（22） ０（ 0 ）
特別活動 ０. ５（1４） ０. ４（11） ０. ３（ 9 ） １. ０（３0） ０. ７（20） ０. ６（1６）
小　　計 ４２% １４ ５ ２７ １０ ２
高等教育 ３０%（８６） ３３（9７） １１（３1） ９（2６） １４（４2） ３（ ８ ）
就労期 ３２%（1５） １１（ ５ ） ― ３８（1８） １９（ 9 ） ―






















図 2 　各段階における ６ 軸の構成比






































５ 領域で示し、本来まだ精神分化度の低い幼児に ５ つの方向性を培うべきことを明確にしている。
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